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           真摯に向き合い、友好継続を！ 
           富谷市日中・理事 菊地紅子 
          

 

 

 

５０周年 
私の想い 

            

                 理事 吉澤 千明 
           

  

卯年の諺 
「株を守りて兔
を待つ」―守株
とも言い、日本

でも童謡「待ち
ぼうけ」で知ら
れる。昔のやり
方やしきたりに
こだわって、融
通が利かない、
また偶然の幸運
を再度待つ甘い
考えの譬え。
(『韓非子』) 
 

寅(トラ)の諺 
「暴虎馮河(ぼう
こひょうが)」－ 

暴虎は暴れる虎
を手で打つ、馮
河は暴れる黄河
を歩いて渡る意
味。向こう見ず
な勇気、血気に
はやって無謀な
行動を起こす事
の譬え。弟子の
子路を戒めた孔
子の対話からと
っている。(『論
語』) 

          『中国大陸大全』 
 (ヤンチャン著 ka 

dokawa 1650円) 
 中国旅行がままな 
らない今、若者に大 

人人気のユーチューバ 
ー楊小渓さんの３３ 
地域の暮らしと文化 

を紹介する本書で初 
夢旅はいかが。“中国の事をもっと知って
ほしい”と「ヤンチャンＣＨ」を運営。 
その中の各省シリーズで特色、観光、名物料理、

県民性などを紹介してきたものをまとめたも

の。読みやすく、意外な情報も多く、楽しい。

例えば「国内最大規模の大学、朝鮮族も多い。

省名と同じ名の市があるのは吉林省だけ」「天津

飯は存在しない。肉まんとクレープとお笑いの

都市」「内モンゴルはモンゴル族は２０％に満た

ず、漢民族が８０％」「重慶はモノレールに乗る

だけでも観光になる」等、写真が多いのも好！ 

【寅年のことば】 

          「」 
             会長 中山 耕一 
          

正常化 
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卯年の一言 
「兎を見て狗を
呼ぶ」―“羊をう
しないて牢をか

たむるも未だ遅
しとなさず”に続
く言葉。手遅れだ
と思っても間に
合うことがある
から、あきらめて
はいけない。事が
起こるのを待っ
ての対策も遅く
はないの意味。
(『新序』雑事) 

『曾国藩―「英雄」と中国史』 
(岡本隆司著 岩波新書 968円) 
曾国藩の名を知らない方も多い

のでは。曾は李鴻の師匠であり、中
国では死者数千万人と言われる内
戦・太平天国の乱を平定した英雄。 

 本書は湖南省での生い立ちと背
景を追いながら、科挙、官吏として

の北京時代を経て、アヘン戦争そし
て洪秀全等の太平天国軍と湘軍と
の戦いを細かく記す中に文人、軍人 
        としての曾の生 

きざまを描く。曾 
の訃報に北京朝 
廷は人臣最高の 
太傅という名誉 
職を贈り中興の 
名臣たる文正公 
として顕彰して 
いる。唯難しい。              
 

 

 

 このたび十二月三十日をもち
まして、中華人民共和国駐新潟総

領事を退任いたしました。在職中
は公私にわたり格別のご指導と
ご厚情を賜りましたこと衷心よ
り厚く御礼申し上げます。 

 今後とも変わらぬご厚情を賜
りますようお願い申し上げます
とともに、皆様のご健勝とご多幸
をお祈りいたします。 

 まずは略儀ながら、書中をもっ
てお礼かたがた退任のごあいさ
つとさせていただきます。 

        孫 大剛 

 

 孫氏は三代目の新潟総
領事として２０１７年２
月に着任。２０１８年３
月には富谷市役所表敬訪
問と国交正常化４５周年
記念「日中友好－二人展」
の観賞(写真中央。市長、富

谷会員等と記念撮影)し、交
流を深めました。 

🎍「富谷市新年のつどい」に参加 
 

 

 １月５日、３年ぶりの“つ
どい”は飲食無しで開催。市
スポーツセンターに約４０
０人が参加。演奏や歌謡ショ
ーも。富谷市日中からも中山
会長、松田・渡邉・安住副会
長、水戸理事長らが参加。 

孫総領事が退任！ 富谷日中(中山会長宛)に届く 

 

 

 本年も「中国語講座」が始まりまし
た。同講座が始まったのが１９９９年
(平成１１年)３月。もうすぐ２４年目
となります。(公社)日本中国友好協会
の中でも数少ない講座の一つです。 
 今年は７人の会員が講師の横山弥生
副会長を中心に学んでいます。ガツガ
ツお勉強というより、会員同士の交流
の場としてサロンのように雰囲気で、
近況報告や日本と中国の各種の話題で 

盛り上がり、有意義な時間となっています。 
講座開設以来のメンバーや最近入講した会員もあり、初心者向けに発音記号

や簡単な会話を学んだり中級者向けの文法も織り交ぜて学んだりしています。 
またこれまで講座メンバーで富谷の中華 

料理店で食事会を行った折には、将来は中華 
圏に旅行して中国語をためそう」と話し合い 
“いつか”を目標に、旅行会話も勉強してい 
ます。 
土曜日午後１時半から３時半まで富ヶ丘公 

民館を会場に開催しております。ので、見学 
においで下さい。 
(休みの日もありますので、事前確認をお願 
いします。連絡は横山迄)。 

 写真投稿・越川富彦さん 

「春を呼ぶユリ！」 

 


